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私
が
Ｊ
Ｘ
金
属
（
当
時
は
日
本
鉱
業
）
に
入
社
し
た
の
は

１
９
８
５
年
。
配
属
先
は
伸
銅
品
を
製
造
し
て
い
る
倉
見
工
場
（
神
奈

川
県
寒
川
町
）の
生
産
管
理
課
で
し
た
。
文
系
出
身
で
、そ
も
そ
も『
伸

銅
品
』
と
い
う
単
語
も
知
ら
ず
、
ま
っ
た
く
未
知
の
世
界
で
の
会
社
生

活
の
ス
タ
ー
ト
で
、
こ
の
業
界
に
こ
れ
ほ
ど
長
く
お
世
話
に
な
る
と
は
、

夢
に
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

配
属
さ
れ
て
ま
ず
与
え
ら
れ
た
の
は
大
き
目
の
電
卓
。
こ
れ
で
毎
日

品
種
ご
と
に
生
産
実
績
を
集
計
し
、
計
画
に
対
す
る
過
不
足
を
、

タ
テ
ヨ
コ
の
数
字
を
合
わ
せ
つつ
資
料
作
成
す
る
の
が
最
初
の
仕
事
で
し

た
。
面
倒
で
し
た
が
、
伸
銅
品
の
種
類
や
用
途
を
早
く
覚
え
る
に
は

都
合
が
よ
か
っ
た
で
す
。
当
時
の
伸
銅
品
の
用
途
は
、
ま
ず
自
動
車
の

ラ
ジ
エ
ー
タ
ー（
タ
ン
ク
材
、チ
ュー
ブ
材
、フ
ィ
ン
材
）が
圧
倒
的
に
多
く
、

他
に
は
端
子
コ
ネ
ク
タ
ー
材
、
屋
根
板
材
、
電
線
テ
ー
プ
材
、
さ
ら
に

は
少
量
で
し
た
が
優
勝
カ
ッ
プ
用
な
ど
、
世
の
中
に
こ
れ
ほ
ど
身
近
に

伸
銅
品
が
使
わ
れ
て
い
た
の
か
と
驚
い
た
も
の
で
す
。

　

そ
の
後
は
生
産
管
理
と
営
業
の
職
場
を
何
度
か
往
復
し
つつ
現
在
に

至
る
わ
け
で
す
が
、
こ
の
約
４０
年
弱
に
伸
銅
品
の
用
途
も
随
分
と
変

化
し
ま
し
た
。
先
ほ
ど
電
卓
の
話
を
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
外
で
思
い

出
す
入
社
当
時
の
オ
フ
ィ
ス
用
品
は
青
焼
の
コ
ピ
ー
、
工
場
の
ダ
イ
ヤ
ル

式
黒
電
話
（
外
線
は
総
務
課
が
交
替
で
交
換
手
を
務
め
繋
い
で
く
れ

た
）、
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Ｈ
Ｐ
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当
初
は
デ
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ト
ッ
プ
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で
、
机
を
ブ
ラ
ウ
ン
管
に
占
領
さ
れ
た
）、

携
帯
電
話
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
時
代
を
経
て
、
現
在
は
こ
れ
ら
の
機

能
の
大
半
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
集
約
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
大
き
な
変
化
に
伴
い
さ
ま
ざ
ま
な
電
子
部
品
が
変
化
し
、

世
界
中
の
人
々
の
生
活
が
発
展
を
続
け
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
を

支
え
て
い
る
重
要
な
も
の
の
ひ
と
つ
が
伸
銅
品
で
す
。
銅
を
ベ
ー
ス
に

さ
ま
ざ
ま
な
金
属
と
さ
ま
ざ
ま
な
比
率
で
合
金
化
し
、
圧
延
、
焼
鈍

な
ど
加
工
方
法
や
製
造
条
件
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
特
性
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
業
界
の
奮
闘
努
力
の
お
か
げ
で
、

先
述
し
た
世
の
中
の
変
化
が
可
能
と
な
り
、
人
々
の
文
化
的
生
活
レ
ベ

ル
が
上
が
って
い
る
こ
と
に
、
疑
問
の
入
る
余
地
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

世
の
中
が
変
わ
り
、
材
料
に
対
す
る
ニ
ー

ズ
が
変
わ
り
、
伸
銅
品
が
そ
の
特
性
を
適

応
さ
せ
て
、
変
化
を
実
現
す
る
。
こ
の
構

造
は
、
人
間
が
電
気
を
使
う
限
り
、
今

後
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
次
の
時
代
は
ど
の

よ
う
に
な
る
の
か
、
そ
し
て
伸
銅
品
は
ど

の
よ
う
に
そ
の
機
能
を
高
め
て
い
く
の
か
。
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SDGs

に
向
け
て
…

人
類
が
安
定
し
て
こ
の
世
界
に
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
２
０
３
０
年
ま
で
に
達
成
す
べ
き

具
体
的
目
標
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
。銅
業
界
が
い
ま
取
組
ん
で
い
る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
を
業
界
を

構
成
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ご
と
に
紹
介
し
た
い
。

今後、掲載内容について、随時ブラッシュアップして充実させていく予定。
また、これから取組む会員企業に向けたセミナーを開催するなど、支援活動にも注力していく。

日本伸銅協会では、SDGsについて、2021年度から勉強会や情報収集を行い、具体的活動内容について議論
を深めてきたが、2022年末に、会員企業によるSDGsの取組みをとりまとめ、日本伸銅協会のＨＰに掲載した。
［http://copper-brass.gr.jp/sdgs］その内容について以下に紹介する。

3 最近、得意先や顧客などからSDGsの取組みに関連した質問が寄せられることが多くなって
いるため、伸銅業に共通する代表的な質問内容とそれに対する回答例を記載。

SDGsの取組みに関連するQ&A

4 会員各社の具体的な取組み内容を記載。
会員各社の具体的取組み

2 これまで、会員各社が社会環境問題の解決に寄与する伸銅品の機能開発やその生産技
術の開発に努力してきた内容について、伸銅品の種類で整理して記載。

伸銅業における技術的取組み

1 ２０５０年カーボンニュートラル＊達成に向けて、カーボンニュートラル行動計画において、
当協会として設定するCO2削減目標を掲げ、その達成に向けて努力することを記載。
＊カーボンニュートラルとは、二酸化炭素をはじめとする「排出量」から、植林、森林管理による「吸収量」を差し引いて合計
を実質ゼロにすること。

気候変動に向けた具体的取組み

出典：環境省ホームページ（https://ondankataisaku.env.go.jp/carbon_neutral/about/）

〈日本伸銅協会会員企業によるSDGsへの取組み〉

日本伸銅協会が取組む 13の目標

スローガンスローガン
私たち日本伸銅協会会員企業は、これまで、くらしと産業を支える伸銅品の製造を
通じて多くの社会環境問題の解決に寄与してきました。今後も社会から求められる
伸銅品の製造を継続することで、より一層諸問題の解決に貢献するとともに、将来
の世代にとってより豊かな社会となる環境を作るため、SDGsに取組みます。

私たち日本伸銅協会会員企業は、これまで、くらしと産業を支える伸銅品の製造を
通じて多くの社会環境問題の解決に寄与してきました。今後も社会から求められる
伸銅品の製造を継続することで、より一層諸問題の解決に貢献するとともに、将来
の世代にとってより豊かな社会となる環境を作るため、SDGsに取組みます。
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